
猿楽橋架替え事業 展示状況 区役所１階
令和７年１２月１５日（月）および１６日（火）



猿楽橋架替え事業 展示状況 区役所２階
令和７年１２月２４日（水）から令和８年１月９日（金）



猿楽橋架替え事業 展示状況 リフレッシュ氷川 ４階多目的室Ｂ
令和８年１月１８日（日）および１９日（月）



猿楽橋架替え事業 展示状況 地域交流センター恵比寿 １階展示室
令和８年１月２３日（金）および２４日（土）



※新し い 猿楽橋のイ メ ージ 図

　 猿楽橋は都市計画道路補助第2 0 号線(八幡通り )に

ある跨線橋です。JR 埼京線・ JR山手線の上をまたぐ 区

間は鋼橋で、それ以外の区間はコ ンクリ ート 橋で構成

さ れています。また、猿楽橋の前後の道路は周辺と の

高低差があるため、擁壁で支えています。 

　 猿楽橋は昭和9 年（ 1 9 3 4 年）に完成してから 9 0 年

以上が経過し まし た。完成し た当時に比べて車両は大

型化し 、通行台数は増加しています。また、橋の部材の

経年劣化が進んでおり 、地震に対する大規模な補強工

事を 実施していないこ と から 、こ のままの状態で今後

も 使い続けるには、安全性に懸念があり ます。また、猿

楽橋の下で交差する 都市計画道路補助第1 8 号線は、

拡幅整備が予定さ れており 、こ れに対する対策も 必要

と なっています。 

　 こ のよう な中、渋谷区では平成２ ８ 年度より 有識者

を 交えた「 猿楽橋検討会」を 開催し 、将来への対策の

検討及び現状への対策の実施を 進めてきまし た。

背 景  

●昭和9 年(1 9 3 4 年)に架設

　（ 約9 0 年が経過）

●道路は、基幹的な道路網を形成する

都市計画道路補助第2 0 号線(八幡通り )

●拡幅整備が予定さ れている

都市計画道路補助第1 8 号線と 交差

●4 種の大型構造物が連続

（ ト ンネル、コンクリ ート 橋、

　   鋼橋、擁壁）

●鋼橋は、JR 線を跨ぐ

周 辺 図

鋼橋区間(跨線部) コ ンク リ ート 橋区間

既設の猿楽橋の構造図





※全て 将来のイ メ ージ 図

全体イメ ージ 図( 橋の横から )

模型写真( 橋と 同じ 高さ から ） 全体イメ ージ 図( 橋の下から ）

イメ ージ 図（ 歩道の上から ）



整備方法 イ メ ージ 検討内容

架替え案

現在の橋を撤去し 、
新し く 橋を 架ける

◎全面通行止めが必要
◎用地取得が不要

用地取得が不要で、早期に
事業着手できる ため、評価を行う

補強案

現在の
橋の傷んでいる
と こ ろ の補修・

補強を する

◎全面通行止めが必要
◎用地取得が不要

用地取得が不要で、早期に
事業着手でき るため、評価を行う

仮橋本設案
仮橋を 設置し 、

現在の橋を
撤去する

◎全面通行止めが不要
◎用地取得が必要
◎仮橋設置まで現在の橋の補強が必要

用地取得や補強が必要で、
事業が長期化する ため、評価を行わない

アンダーパス案
現在の橋を 撤去し 、
道路を 線路の下に

交差さ せる

◎全面通行止めが不要
◎大規模な用地の取得が必要

大規模な用地取得が必要で、
事業が長期化する ため、評価を行わない

廃止案
現在の橋を 撤去し 、

道路と し て
廃止する

◎永久に通行でき ない
◎用地取得が不要
◎路線の重要度が高い

防災機能やまち づく り において
重要な路線のため、評価を 行わない

猿楽橋の整備方法については、

以下の①から ③の順序に従って検討を 行いまし た。

整備方法検討
評価項目設定

及び評価
総合評価

①整備方法検討
以下の整備方法について、検討を行いまし た。

柱の補強

橋の落下防止装置の設置

現在の橋

仮橋

②評価項目設定及び評価

評価
項目

主な 着眼点
評 価

架替え 案 補強案

計画性
長期的な
視点での
計画である か

長期的に架替えが不要
補強し ても 長期的には
橋の架替えが必要

経済性
長期的な
財政負担で
優位である か

長期的に優れる
長期的には
架替えが必要なため、
長期的には劣る

構造性

長期的な
耐震性・ 耐久性の
確保が可能か

基準に準拠し 、
耐震性・ 耐久性確保が
可能

約9 0 年経過し た
橋であるため、
長期的な耐久性確保が困難

施工性
円滑な施工が
可能か

桁は工場製作のため、
補強案より も
現地作業が少ない

現在の橋を補強するため、
架替え案より も
現地作業が多い

周辺への
影響

生活環境への
影響を少なく
できるか

全面通行止め期間が
補強案より も 長い

全面通行止め期間が
架替え案より も 短いが、
長期的には架替えに伴う
通行止めが発生

維持
管理性

維持管理の
頻度で
優位である か

新し い橋のため、
維持管理の
頻度が少ない

約9 0 年経過し た
橋であるため、
維持管理の頻度が多い

③総合評価
②評価項目設定及び評価に重み付けを 設定して評点し た結果、

以下のと おり と なり まし た。

半分ずつの整備については、
以下の課題がある こ と から 計画でき ませんでし た。

●猿楽橋は供用開始から 約9 0 年経過

●車両の大型化や通行台数の増加、老朽化への対応、

　 耐震性の確保が課題

●課題に対応するため、整備が必要

中期・ 長期共に架替え案が補強案よ り 優れた結果と なっ たため、

猿楽橋は架替えするこ と と なり まし た。

架替え案

補強案

架替え案

補強案

計画性計画性

経済性 経済性

構造性構造性

施工性 施工性

周辺への
影響

周辺への
影響

維持管理性維持管理性

◎自動車や歩行者が安全に通行するためには、新たに防護柵等を 設置する 必要があ

り 、それら を設置し た場合は通行可能な幅員が確保できない。

◎現在の橋の半分を 供用し 続けるには補強が必要であること から 、架替えの費用と 期
間に加え補強に伴う 費用と 期間が必要と なる 。

 

①整備方法検討を 踏まえ、架替え案・ 補強案の2 案について、

以下の６ つを 評価項目に設定し 、中期（ 5 0 年）及び長期（ 1 0 0

年）の期間で比較評価を 行いまし た。

中期5 0 年の期間での評価結果 長期1 0 0 年の期間での評価結果

背 景

検討 経緯

1 2 3

現在の橋

新し い橋

ひび割れ
等の補修

通行不可

補足： 架替え案における半分ずつの整備について

著し く 厳し い 施工 環 境

猿楽橋の周辺は建物が密集

し て い る 場所で あ る た め、

施工スペースの確保に制約

があり ま す

鉄道上の施工状況（ 夜間） 猿楽橋の周辺状況
( 沿道に建物が密集)

JR 埼京線・ JR 山手線は早朝か

ら 深夜ま で 運行 があ る た め 、

作業時間が終電後から 始発前

ま で の深夜２ 時間程度に 限定

さ れま す

1 0 /1 0

5 /1 0

7 /1 0

5 /1 0

2 1 /4 0
7 /1 0

3 7 /4 0

5 /10

9 /15
 

5 /1 0

６ /1 5

9 /15
 

11 /15

1 0 /1 0

4 0 /4 0
1 0 /1 0

1 0 /1 0

1 2 /1 5

６ /1 5

1 0 /1 0

1 0 /1 0

1 2 /1 5

６ /1 5

3 3 /4 0

学識経験者及び有識者( 敬称略)

会長： 藤野陽三　
城西大学学長
※ 横浜国立大学 上席特別教授

委員： 宮下剛　
名古屋工業大学特任教授
※ 長岡技術科学大学 准教授

委員:千々和伸浩　
東京科学大学教授
※ 東京工業大学 准教授

委員： 神田昌幸　
大和ハウス工業株式会社 執行役員
※ 国土交通省都市局街路交通施設課長

※ 検討会発足時の所属・ 役職



2 0 2 0 年2 月

　 著し く 厳し い施工条件であり 、また、約9 0 年経過し た橋りょ う の方

針に対して、今後の整備の在り 方に広い知見と 高度な専門技術を 活用

し ていく 必要があり ます。そこ で、学識経験者及び有識者の広い知見

等を 活用し ていく と と も に、行政内部では、副区長を 筆頭に関係部署

の部課長を 委員と し た区の組織体制を構築・ 横断的連携を 図るため、

平成2 8 年度に「 猿楽橋検討会」を 設置し まし た。

「 猿楽橋検討会」の設置

●「 猿楽橋検討会」の設置について

●猿楽橋等の概要と 最近の取組み状況について

●整備方針について

●当面の安全対策について

●第１ 回検討会での課題と 対応について

●既設構造物に対する現行基準での

　 構造照査結果（ 常時、地震時）について

●取組み状況について

●「 基本計画」の策定に向けて

●更新検討について

●まちづく り について

●第２ 回検討会での課題と 対応について

●今後の検討について

●「 検討会のまと め」について

●「 基本計画」について

●更新検討について

●まちづく り について

●「 現状への対策」の進捗状況について

●架替え事業の意思決定について

●基本計画（ 改訂版）の策定に向けて

●構造等の詳細な検討について

●前半工事の事業概要について

●基本計画（ 改訂版）について　

●構造等の詳細な検討について

●猿楽橋長期計画（ 案）について

●構造等の詳細検討 ●「 猿楽橋長期計画」策定（ パブリ ッ ク コ メ ント を 実施）

●新設橋設計の課題　 ●既設橋撤去工法の変更　 ●長期通行止め対策

●都市計画事業化　 ●今後の事業の見通し 　 ●架替え詳細検討

●猿楽橋事業等の大規模事業を 実施するための体制検討について

●前半工事の事業概要について

●「 猿楽橋等基本計画（ 改訂版）」策定

●更新検討について（ 橋り ょ う 形式の二次選定）

●まちづく り について

●「 猿楽橋等基本計画」策定

●「 猿楽橋等整備方針」策定

●架替え及び補強検討結果について

●整備方針の比較評価（ 案）について

●「 検討会のまと め」について

◎検討経過

第１ 回

第2 回

第3 回

第4 回

第5 回

第6 回

第7 回

第8 回

第9 回

第10 回

第１1 回

平成2 8 年（ ２ ０１６ 年）６ 月

平成2 8 年（ ２ ０１６ 年）１２ 月

平成2 9 年（ ２ ０１７ 年）３ 月

平成2 9 年（ ２ ０１７ 年）１０ 月

平成3 0 年（ ２ ０１８ 年）２ 月

平成3 0 年（ ２ ０１８ 年）９ 月

平成3 1 年（ ２ ０１９ 年）１ 月

令和元年（ ２ ０１９ 年）８ 月

令和2 年（ 2 0 2 0 年）3 月

令和3 年（ 2 0 2 1 年）2 月

２ ０１９ 年３ 月

２ ０１７ 年３ 月

令和5 年（ 2 0 2 3 年）3 月

２ ０１８ 年２ 月

学識経験者及び有識者( 敬称略)

大和ハウス工業株式会社 執行役員
※ 国土交通省都市局街路交通施設課長

委員： 神田 昌幸　

東京科学大学教授
※ 東京工業大学 准教授

委員:千々和 伸浩

名古屋工業大学特任教授
※ 長岡技術科学大学 准教授

委員： 宮下 剛会長： 藤野 陽三
城西大学学長
※ 横浜国立大学 上席特別教授

※ 検討会発足時の所属・ 役職

猿楽橋検討会の
様子



自動車の迂回路案

歩行者の迂回路案

自転車・ 車いす・ ベビ ーカ ー等の迂回路案

3 0 5

3 1 7

3 1 7

4 1 2

4 1 6

2 4 6

令和４ 年度から 令和１ 0 年度まで
架替え工事を実施中
※工事中においても 歩行者通行可能

午前４ 時頃から 午前１ 時頃まで
歩行者通行可能

■迂回路現況写真

●
●●

●

●

リ フ レ ッ シ ュ 氷川

常磐松小学校

3 0 5

鉢山中学校

四反道
跨線人道橋

四反町ガード
●

●●

●

●

渋谷区ふれあい
植物センタ ー

リ フ レッ シュ 氷川

常磐松小学校

渋谷
清掃工場

3 0 5

鉢山中学校

四反町
ガード

猿楽橋
通行止め

猿楽橋
通行止め

猿楽橋
通行止め

渋谷区ふれあい
植物セン タ ー

渋谷
清掃工場

■迂回路現況写真

渋谷駅
南跨線人道橋

渋谷駅南跨線人道橋 四反道跨線人道橋

●鉄道の運行に支障な く 、安全に施工する ため、令和8 年度以降

に予定し て いる 猿楽橋架替え工事で は1 0 年以上の全面通行

止めが発生

●全面通行止めに伴う 自動車の迂回路案について は、左図のと

おり 幹線道路を 想定

●鉄道の運行に支障なく 、安全に施工する ため、令和8 年度以降

に予定し て いる 猿楽橋架替え 工事で は1 0 年以上の全面通行

止めが発生

●全面通行止めに伴う 歩行者の迂回路案について は、左図のと

おり を 想定

●鉄道の運行に支障な く 、安全に施工する ため、令和８ 年度以降

に予定し て いる 猿楽橋架替え工事で は1 0 年以上の全面通行

止めが発生

●全面通行止めに伴う 自転車・ 車いす・ ベビ ーカ ー等の迂回路

案について は、左図のと おり を想定

迂回ルート

駒沢通り国道２ ４ ６ 号 明治通り 旧山手通り

迂回ルート

迂回ルート

補
助

第
2

0
号

線
(八

幡
通

り
)

補
助

第
2 0
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線
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幡

通
り

)

補
助

第
2

0
号

線
(八

幡
通

り
)





●猿楽橋擁壁等更新工事は、完了

●通行止めが始ま る 撤去工事の開始時期と 期間については、詳細な 施工計画の検討後に決定

●鉄道事業者及び交通管理者等の関係機関と 更な る 検討によ り 、通行止め期間の短縮を 目指す

現在

●今後も 事業説明会や工事説明会等を 開催し 継続的な周知活動を 実施

●区公式ウェ ブ サイ ト「 渋谷区ポータ ル」やS N S 等を 活用し て 、

　 長期の通行止めによ る 影響や迂回路について丁寧に周知

現在

周知活動 説明会

工事

通行
止め

周知
活動

設計

工事・ 通行止めスケジュール

周知活動スケジュール

構造物の更新工事
（ 猿楽橋擁壁等更新工事）

令和
7 年

令和
6 年

令和
5 年

令和
4 年

令和8 年度以降

令和
7 年

令和
6 年

令和
5 年

令和
4 年

令和8 年度以降

関係機関協議

施工計画立案
関係機関協議

〈 5 月〉
猿楽橋

擁壁等更新工事
工事説明会

〈 9・10 月〉
猿楽橋

架替え事業
事業説明会

猿楽橋通行止め

撤去・ 架設工事
（（ 仮称）猿楽橋架替え工事）
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新し い 猿楽橋の色は決まっ て はおり ま せんが、汚れが目立た な い、

維持管理が容易な 色の検討を 進めて いき ます。

新し い猿楽橋の色を 教え て ほし い。

猿楽橋は渋谷区が管理し て いる 橋で あり 、架替え工事の主体は渋谷区と なり ま す。

架替え 工事の主体はどこ な のか教え て ほし い。

騒音を 抑える た めの施工の方法や使用する 建設機械を 検討する と と も に、防音シ ート を 使用する など 、で き る 限り 騒音や振動の

影響を 抑えて 、架替え工事を 進めて いき ま す。 

架替え 工事に伴う 騒音対策について 教え て ほし い 。

代官山駅側にエレ ベータ ーの設置を 検討し て いま す。な お、明治通り 側は用地の確保ができ な いため設置の予定はし て おり ま せん。

新し い猿楽橋にエレ ベータ が設置さ れる のか教えて ほし い。

新し い 猿楽橋の構造を 検討し た 結果、最良なも のと し てア ーチ 橋と なり まし た 。

新し い猿楽橋は、何故ア ーチ 橋と なっ たのか教え て ほし い。

橋の下の利用について は決まっ て おり ま せんが、今後検討し て いく 予定で す。

新し い猿楽橋の明治通り 側の橋の下は、何に利用さ れる のか教え て ほし い 。

補助線街路第１８ 号線は事業施行期間が令和元年９ 月から 令和1 1 年3 月と なっ て おり 、現在事業を 進めて いると こ ろ で すが、事業

の状況を 踏まえな がら 、猿楽橋架替え工事と 連携を 図り 、工事が滞り なく 進むよう に調整し て いき ます。

補助線街路第１ ８ 号線の拡幅工事と 猿楽橋架替え 工事の関係について 教え て ほし い。

教育関連部署と も 調整し て 安全な 通学路を 確保でき る よう 検討し て いき ま す。

猿楽橋は近隣の小中学校の通学路と なっ て いる 。通学路がどう な る のか教え て ほし い 。

特別 区道 第５ ４ ７ 号 路線、補助 線街路 第１ ８ 号

線、代官山駅側階段は、従来どおり 通行でき るよ

う に、今後、鉄道事業者と 施工計画の検討を 進め

て いき ます。し かし 、施工時に一時通行止めなど

が生じ る 可能性があり ま すので 、施工計画の検

討が進みまし たら 、改めて 説明いたし ます。

周辺の道路や階段は、今ま でと おり 通行可能な のか教え て ほし い。

渋谷清掃工場に出入り する 車両は、架替え工事中において も 八幡通り の出入口は通行可能な 計画と なっ て いま す。

また 、特別区道第５ ４７ 号路線沿いにも 出入口がある ため、そ の出入口の利用も 予定し て いま す。

架替え 事業に伴い、渋谷清掃工場へ出入り する 車両につい て はどう な る のか教え て ほし い 。

道路幅員は、右側の断面図のと おり で す。また 、自転車通行空間につ いて

は、車道の一部に自転車ナビ ラ イ ン と ナビ マーク を 設置する 予定で す。 

新し い猿楽橋の道路幅員はどう なる のか。また、
自転車通行空間はどこ に設置さ れるのか教えてほし い。

よく あ る お 問い合わせ

通行止めについ て

新し い 猿楽橋につい て

架替え 工事につい て


